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1. 平成30年3月期の連結業績（平成29年4月1日～平成30年3月31日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期 32,112 2.3 5,286 10.0 5,825 △1.4 3,830 △3.3

29年3月期 31,376 △3.0 4,807 △9.9 5,907 17.8 3,961 24.1

（注）包括利益 30年3月期　　3,791百万円 （△10.6％） 29年3月期　　4,242百万円 （73.4％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

30年3月期 1,183.38 ― 7.9 9.9 16.5

29年3月期 1,213.38 ― 8.7 10.7 15.3

（参考） 持分法投資損益 30年3月期 157百万円 29年3月期 162百万円

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年3月期 60,093 49,677 82.4 15,302.55

29年3月期 57,154 47,036 82.0 14,481.23

（参考） 自己資本 30年3月期 49,523百万円 29年3月期 46,874百万円

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

30年3月期 3,447 △279 △1,150 33,500

29年3月期 4,915 303 △1,294 31,531

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

29年3月期 ― 0.00 ― 350.00 350.00 1,132 28.8 2.5

30年3月期 ― 0.00 ― 300.00 300.00 970 25.4 2.0

31年3月期(予想) ― 0.00 ― 300.00 300.00 26.2

3. 平成31年 3月期の連結業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 16,400 4.7 2,480 △5.1 2,680 △11.3 1,840 △1.1 568.51

通期 33,000 2.8 5,000 △5.4 5,400 △7.3 3,700 △3.4 1,143.19



※ 注記事項

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　無

② ①以外の会計方針の変更 　：　無

③ 会計上の見積りの変更 　：　無

④ 修正再表示 　：　無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期 4,512,651 株 29年3月期 4,512,651 株

② 期末自己株式数 30年3月期 1,276,340 株 29年3月期 1,275,770 株

③ 期中平均株式数 30年3月期 3,236,558 株 29年3月期 3,264,592 株

（参考）個別業績の概要

平成30年3月期の個別業績（平成29年4月1日～平成30年3月31日）

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期 31,645 2.6 5,240 10.8 5,687 △0.5 3,715 △2.6

29年3月期 30,832 △3.3 4,728 △9.5 5,716 18.7 3,815 25.0

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

30年3月期 1,147.96 ―

29年3月期 1,168.66 ―

(2) 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年3月期 58,785 48,472 82.5 14,977.71

29年3月期 55,897 46,044 82.4 14,224.82

（参考） 自己資本 30年3月期 48,472百万円 29年3月期 46,044百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料
４ページ「今後の見通し」をご覧下さい。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

　

当連結会計年度における世界経済は、北朝鮮情勢の緊迫化、米国の政治動向、中国の景気失速懸念等の不透明な材

料があるものの、緩やかな回復基調が続いています。

わが国の経済は、企業業績や雇用情勢の改善により、景気は引き続き緩やかな回復基調で推移しておりますが、イ

ンバウンド消費は増加するものの、個人消費が伸び悩んでおり、また足元では、円高の進行や原油・ナフサ価格の上

昇による収益悪化の影響が出始めております。

当社グループの重要な販売分野である繊維工業関連におきましては、国内では生産拠点が海外に移転し、また国内

大手顧客の不採算製品の生産中止及び体力強化のための事業構造改革の影響による販売量の減少などもあり、依然と

して厳しい状態が続いております。一方、海外の繊維工業関連におきましては、長年に亘り生産拡大路線を続けてき

た中国繊維産業の設備投資に陰りが見え始めています。反面、一部地域で発生していた工場の環境対策工事による操

業停止や生産調整が、徐々に緩和されつつあります。

非繊維工業分野におきましては、国内自動車関連では軽自動車の販売が復調し、建築関連では低調だった建築資材

の生産も徐々に持ち直してきております。海外自動車関連では、好調を維持していた米国市場は前年比マイナスとな

りましたが、最大の市場である中国で電気自動車の販売が伸び、台頭するインド市場は今後も成長が見込まれます。

このような状況下、当社グループでは高品質で価格競争力のある製品の開発を行うとともに、市場ニーズに合致し

た製品の早期開発に注力してまいりました。また、国内においては、顧客の生産拠点の海外移転への対応を柔軟に行

い、海外においては、主力の中国市場以外での拡販にも注力いたしました。

以上の結果、当連結会計年度における当社グループの業績は、売上高32,112百万円(前年同期比2.3％増)、営業利益

5,286百万円(前年同期比10.0％増)、経常利益5,825百万円(前年同期比1.4％減)、親会社株主に帰属する当期純利益

3,830百万円(前年同期比3.3％減)となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

① 日本

日本における当連結会計年度の外部顧客に対する売上高は31,331百万円（前年同期比2.7％増）、営業利益は

5,240百万円（前年同期比10.8％増）となりました。

陰イオン界面活性剤の分野におきましては、国内繊維メーカー各社が縮小傾向の中、不織布関連分野の販売が増

加し、他の分野でも安定した販売を継続しております。海外向けでは、主として中国合繊メーカーへの販売が不振

となり販売数量が減少し、売上高は3,197百万円（前年同期比3.9％減）となりました。

非イオン界面活性剤の分野におきましては、国内では、消費低迷と繊維製品の低価格化により衣料分野の加工量

は減少しましたが、産業資材分野におきましては堅調な販売となりました。非繊維工業分野ではトイレタリー分野

が堅調で、前年同期を上回る販売となりました。海外では自動車関連をメインに産業用繊維分野、高機能繊維分野

において販売数量を伸ばしましたが、一般衣料用が不調でした。その結果、売上高は18,239百万円（前年同期比2.6

％増）となりました。

陽・両性イオン界面活性剤の分野におきましては、繊維工業関連加工剤の販売は加工量の減少の影響を受け若干

の減少となりました。非繊維工業分野では両性イオン界面活性剤の不採算製品を販売中止とした為に販売が減少し、

売上高は890百万円（前年同期比8.3％減）となりました。

高分子・無機製品等の分野におきましては、繊維工業関連では、一部の分野で国内回帰が見られ前年同期を上回

る結果となりました。非繊維工業関連では、建築関連は全般的にやや低調で、化粧品原料の販売数量が減少となり

ましたが、自動車関連をはじめとする海外需要の取り込みにより前年同期を上回る販売となりました。設備投資関

連資材は、好調な半導体市場の影響で前年を上回る販売となりました。その結果、売上高は9,004百万円（前年同期

比6.8％増）となりました。

② インドネシア

インドネシアにおける当連結会計年度の外部顧客に対する売上高は781百万円（前年同期比10.4％減）、営業利益

は44百万円（前年同期比44.2％減）となりました。

非イオン界面活性剤の分野におきましては、ポリエステル糸向け油剤が順調に推移しましたが、スパン用経糸油
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剤や紡糸油剤が不調となり販売数量は前年同期を下回りました。その結果、外部顧客に対する売上高は393百万円

（前年同期比14.6％減）となりました。

高分子・無機製品等の分野におきましては、販売数量は前年同期を上回りましたが、他社との競合等により販売

単価が下落しております。その結果、外部顧客に対する売上高は372百万円（前年同期比5.7％減）となりました。

陰イオン界面活性剤及び陽・両性イオン界面活性剤の分野におきましては、販売数量、販売金額ともに大きな進

展は見られず、外部顧客に対する売上高はそれぞれ7百万円（前年同期比6.7％減）及び8百万円（前年同期比6.1％

減）となりました。

（２）当期の財政状態の概況

　

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて5.6％増加し、46,878百万円となりました。これは、有価証券が4,436百

万円減少したものの、現金及び預金が5,575百万円、その他が886百万円それぞれ増加したことなどによるもので

す。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて3.4％増加し、13,214百万円となりました。これは、機械装置及び運搬具

が459百万円増加したことなどによるものです。

この結果、総資産は前連結会計年度末に比べて5.1％増加し、60,093百万円となりました。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて2.0％増加し、8,693百万円となりました。これは、未払法人税等が457百

万円減少したものの、買掛金が464百万円、その他が146百万円それぞれ増加したことなどによるものです。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて8.1％増加し、1,721百万円となりました。これは、繰延税金負債が190百

万円減少したものの、退職給付に係る負債が327百万円増加したことなどによるものです。

この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べて2.9％増加し、10,415百万円となりました。

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて5.6％増加し、49,677百万円となりました。これは、その他有価証券評

価差額金が147百万円減少したものの、利益剰余金が2,697百万円増加したことなどによるものです。

この結果自己資本比率は、前期末の82.0％から82.4％となりました。期末発行済株式数に基づく１株当たり純資

産額は、前連結会計年度末の14,481円23銭から15,302円55銭となりました。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

　

当連結会計年度における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ、1,968百万円増加し、当連結会計年度

末には、33,500百万円となりました。

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは3,447百万円の増加（前連結会計年度は4,915百万円の増加）となりまし

た。

収入の主な内訳は、税金等調整前当期純利益5,405百万円、減価償却費584百万円、退職給付に係る負債の増加額

498百万円、仕入債務の増加額470百万円、利息及び配当金の受取額231百万円であり、支出の主な内訳は、法人税等

の支払額2,102百万円、投資有価証券売却益722百万円、売上債権の増加額310百万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは279百万円の減少（前連結会計年度は303百万円の増加）となりました。

収入の主な内訳は、定期預金の払戻による収入1,020百万円、投資有価証券の売却による収入887百万円であり、

支出の主な内訳は、定期預金の預入による支出1,020百万円、有形固定資産の取得による支出976百万円、投資有価

証券の取得による支出213百万円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは1,150百万円の減少（前連結会計年度は1,294百万円の減少）となりまし

た。

支出の主な内訳は、配当金の支払額1,132百万円であります。
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（４）今後の見通し

　

今後の世界経済につきましては、引き続き緩やかな回復基調が続くと見込まれるものの、北朝鮮情勢や米国の政

治動向等、依然として不透明な材料があります。わが国の経済につきましても、円高の進行や原油・ナフサ価格の

上昇等により収益悪化の影響が出始めており、当社グループを取り巻く経営環境は今後とも楽観視できない状況に

あるものと思われます。

このような状況ではありますが、当社グループといたしましては、より競争力のある新製品の開発、販路の拡大

及び社内の合理化をこれまで以上に進め、業績の拡充と収益率の向上に努め、平成31年３月期においては、連結売

上高33,000百万円、連結営業利益5,000百万円、連結経常利益5,400百万円、親会社株主に帰属する当期純利益3,700

百万円を見込んでおります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、当面は日本基準を適用することとしております。なお、国際会計基準の適用につきましては、

国内外の諸情勢を考慮の上、対応していく方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当連結会計年度
(平成30年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 24,506 30,081

受取手形及び売掛金 8,537 8,840

有価証券 7,521 3,085

商品及び製品 1,838 2,034

仕掛品 410 429

原材料及び貯蔵品 1,120 1,159

未収還付法人税等 99 0

繰延税金資産 223 240

その他 121 1,008

貸倒引当金 △1 △2

流動資産合計 44,378 46,878

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 6,850 7,098

減価償却累計額 △4,970 △5,121

建物及び構築物（純額） 1,880 1,977

機械装置及び運搬具 11,350 12,001

減価償却累計額 △9,900 △10,092

機械装置及び運搬具（純額） 1,449 1,909

土地 531 530

建設仮勘定 122 56

その他 1,466 1,443

減価償却累計額 △1,314 △1,312

その他（純額） 151 131

有形固定資産合計 4,135 4,604

無形固定資産

その他 24 25

無形固定資産合計 24 25

投資その他の資産

投資有価証券 7,565 7,559

その他 1,058 1,032

貸倒引当金 △7 △7

投資その他の資産合計 8,616 8,583

固定資産合計 12,776 13,214

資産合計 57,154 60,093
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当連結会計年度
(平成30年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 6,029 6,493

未払法人税等 1,248 791

賞与引当金 281 295

その他 966 1,113

流動負債合計 8,525 8,693

固定負債

退職給付に係る負債 594 922

厚生年金基金解散損失引当金 288 288

資産除去債務 105 106

繰延税金負債 523 333

その他 80 71

固定負債合計 1,592 1,721

負債合計 10,118 10,415

純資産の部

株主資本

資本金 6,090 6,090

資本剰余金 6,518 6,519

利益剰余金 40,050 42,747

自己株式 △7,311 △7,317

株主資本合計 45,346 48,038

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,786 1,639

為替換算調整勘定 △128 △115

退職給付に係る調整累計額 △131 △38

その他の包括利益累計額合計 1,527 1,485

非支配株主持分 162 153

純資産合計 47,036 49,677

負債純資産合計 57,154 60,093
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
　至 平成30年３月31日)

売上高 31,376 32,112

売上原価 22,534 22,874

売上総利益 8,842 9,238

販売費及び一般管理費 4,034 3,951

営業利益 4,807 5,286

営業外収益

受取利息 81 86

受取配当金 95 107

持分法による投資利益 162 157

為替差益 665 58

受取賃貸料 45 44

その他 77 100

営業外収益合計 1,128 554

営業外費用

支払利息 0 0

その他 28 15

営業外費用合計 29 15

経常利益 5,907 5,825

特別利益

固定資産売却益 1 0

投資有価証券売却益 48 722

投資有価証券償還益 82 -

特別利益合計 133 722

特別損失

固定資産除却損 3 1

有価証券売却損 - 712

投資有価証券償還損 57 -

ゴルフ会員権評価損 - 0

退職給付費用 - 428

厚生年金基金解散損失引当金繰入額 288 -

特別損失合計 348 1,142

税金等調整前当期純利益 5,691 5,405

法人税、住民税及び事業税 1,808 1,708

法人税等調整額 △97 △142

法人税等合計 1,711 1,566

当期純利益 3,980 3,839

非支配株主に帰属する当期純利益 19 9

親会社株主に帰属する当期純利益 3,961 3,830
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
　至 平成30年３月31日)

当期純利益 3,980 3,839

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 336 △147

為替換算調整勘定 △7 △16

退職給付に係る調整額 △57 117

持分法適用会社に対する持分相当額 △9 △1

その他の包括利益合計 261 △47

包括利益 4,242 3,791

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 4,225 3,788

非支配株主に係る包括利益 16 3
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 6,090 6,518 37,068 △7,008 42,668

当期変動額

剰余金の配当 △980 △980

親会社株主に帰属す

る当期純利益
3,961 3,961

自己株式の取得 △302 △302

その他 ―

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 ― ― 2,981 △302 2,678

当期末残高 6,090 6,518 40,050 △7,311 45,346

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券評

価差額金
為替換算調整勘定

退職給付に係る調

整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 1,450 △116 △69 1,264 157 44,090

当期変動額

剰余金の配当 △980

親会社株主に帰属す

る当期純利益
3,961

自己株式の取得 △302

その他 ―

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

336 △11 △61 262 4 267

当期変動額合計 336 △11 △61 262 4 2,946

当期末残高 1,786 △128 △131 1,527 162 47,036
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当連結会計年度(自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 6,090 6,518 40,050 △7,311 45,346

当期変動額

剰余金の配当 △1,132 △1,132

親会社株主に帰属す

る当期純利益
3,830 3,830

自己株式の取得 △6 △6

その他 0 0

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

―

当期変動額合計 ― 0 2,697 △6 2,691

当期末残高 6,090 6,519 42,747 △7,317 48,038

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他有価証券評

価差額金
為替換算調整勘定

退職給付に係る調

整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 1,786 △128 △131 1,527 162 47,036

当期変動額

剰余金の配当 △1,132

親会社株主に帰属す

る当期純利益
3,830

自己株式の取得 △6

その他 0

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△147 12 93 △41 △8 △50

当期変動額合計 △147 12 93 △41 △8 2,641

当期末残高 1,639 △115 △38 1,485 153 49,677
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
　至 平成30年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 5,691 5,405

減価償却費 581 584

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 1

受取利息及び受取配当金 △177 △193

支払利息 0 0

為替差損益（△は益） △484 △59

持分法による投資損益（△は益） △165 △156

売上債権の増減額（△は増加） △192 △310

たな卸資産の増減額（△は増加） 172 △264

仕入債務の増減額（△は減少） 39 470

投資有価証券売却損益（△は益） 30 △722

投資有価証券評価損益（△は益） 0 8

投資有価証券償還損益（△は益） △25 -

賞与引当金の増減額（△は減少） 5 13

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 15 498

厚生年金基金解散損失引当金の増減額（△は減
少）

288 -

固定資産除売却損益（△は益） 1 1

未収還付法人税等の増減額（△は増加） △99 98

未収消費税等の増減額（△は増加） - △22

未払消費税等の増減額（△は減少） 47 △104

その他の流動資産の増減額（△は増加） △1 △34

その他の流動負債の増減額（△は減少） △27 104

小計 5,704 5,318

利息及び配当金の受取額 208 231

利息の支払額 △0 △0

法人税等の支払額 △996 △2,102

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,915 3,447
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(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
　至 平成30年３月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の売却による収入 2 -

有価証券の償還による収入 942 0

有形固定資産の取得による支出 △693 △976

有形固定資産の売却による収入 1 0

投資有価証券の取得による支出 △602 △213

投資有価証券の売却による収入 101 887

投資有価証券の償還による収入 526 40

無形固定資産の取得による支出 - △6

定期預金の預入による支出 △1,220 △1,020

定期預金の払戻による収入 1,430 1,020

長期貸付けによる支出 △185 -

長期貸付金の回収による収入 0 0

保険積立金の積立による支出 △34 △65

保険積立金の解約による収入 23 49

保険積立金の払戻による収入 5 -

その他 5 3

投資活動によるキャッシュ・フロー 303 △279

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △302 △6

配当金の支払額 △979 △1,132

非支配株主への配当金の支払額 △11 △11

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,294 △1,150

現金及び現金同等物に係る換算差額 293 △48

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 4,218 1,968

現金及び現金同等物の期首残高 27,313 31,531

現金及び現金同等物の期末残高 31,531 33,500
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(セグメント情報等)

(セグメント情報)

１ 報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が、経営資源の分配の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。

当社グループは、主に界面活性剤を生産・販売しており、国内においては当社が、インドネシアにおいてはマツ

モトユシ・インドネシアがそれぞれ独立した経営単位として各地域の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開して

おります。

したがって、当社グループは、生産・販売体制を基礎とした地域別のセグメントから構成されており、「日本」、

「インドネシア」の２つを報告セグメントとしております。各報告セグメントでは、界面活性剤のほか、その他の

製品を生産・販売しております。

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されているセグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」における

記載と概ね同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価

格に基づいております。

３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)
(単位：百万円)

報告セグメント
合計

日本 インドネシア

売上高

外部顧客への売上高 30,504 872 31,376

セグメント間の内部
売上高又は振替高

327 36 363

計 30,832 908 31,740

セグメント利益 4,728 79 4,808

セグメント資産 56,021 691 56,712

セグメント負債 9,853 228 10,081

その他の項目

減価償却費 574 7 581

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

521 22 544
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当連結会計年度(自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日)
(単位：百万円)

報告セグメント
合計

日本 インドネシア

売上高

外部顧客への売上高 31,331 781 32,112

セグメント間の内部
売上高又は振替高

314 41 355

計 31,645 823 32,468

セグメント利益 5,240 44 5,285

セグメント資産 58,909 662 59,571

セグメント負債 10,313 222 10,535

その他の項目

減価償却費 576 7 584

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

1,042 15 1,058

　

４ 報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調整に関する事項)

(単位：百万円)

売上高 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 31,740 32,468

セグメント間取引消去 △363 △355

連結財務諸表の売上高 31,376 32,112

　

(単位：百万円)

利益 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 4,808 5,285

棚卸資産の調整額 △0 1

連結財務諸表の営業利益 4,807 5,286

　

(単位：百万円)

資産 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 56,712 59,571

セグメント間取引消去 △142 △128

棚卸資産の調整額 △10 △8

その他の調整額 594 658

連結財務諸表の資産合計 57,154 60,093

　

(単位：百万円)

負債 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 10,081 10,535

セグメント間取引消去 △142 △128

その他の調整額 179 8

連結財務諸表の負債合計 10,118 10,415

　

(単位：百万円)

その他の項目
報告セグメント計 調整額 連結財務諸表計上額

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

減価償却費 581 584 ― ― 581 584

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

544 1,058 ― ― 544 1,058
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【関連情報】

　

前連結会計年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

１．製品及びサービスごとの情報

(単位：百万円)

界面活性剤 高分子・無機製品 その他 合計

外部顧客への売上高 22,549 8,146 680 31,376

　

２．地域ごとの情報

(1) 売上高

(単位：百万円)

日本 アジア その他の地域 合計

14,660 14,952 1,763 31,376

(注) 売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

　

(2) 有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記載を

省略しております。

　

３．主要な顧客ごとの情報

(単位：百万円)

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

丸紅ケミックス株式会社 5,610 日本

日本クエーカー・ケミカル株式会社 4,619 日本

　

　

当連結会計年度(自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日)

１．製品及びサービスごとの情報

(単位：百万円)

界面活性剤 高分子・無機製品 その他 合計

外部顧客への売上高 22,736 8,721 655 32,112

　

２．地域ごとの情報

(1) 売上高

(単位：百万円)

日本 アジア その他の地域 合計

14,546 15,429 2,136 32,112

(注) 売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

　

(2) 有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記載を

省略しております。

　

３．主要な顧客ごとの情報

(単位：百万円)

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

丸紅ケミックス株式会社 7,058 日本

日本クエーカー・ケミカル株式会社 4,623 日本
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

該当事項はありません。

　

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

該当事項はありません。

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

該当事項はありません。

(１株当たり情報)

　

前連結会計年度
(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日)

１株当たり純資産額 14,481.23円 15,302.55円

１株当たり当期純利益金額 1,213.38円 1,183.38円

(注) １．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度

(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日)

１株当たり当期純利益金額

　親会社株主に帰属する当期純利益(百万円) 3,961 3,830

　普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

　普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益(百万円)

3,961 3,830

　普通株式の期中平均株式数(株) 3,264,592 3,236,558

３．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当連結会計年度

(平成30年３月31日)

純資産の部の合計額(百万円) 47,036 49,677

純資産の部の合計額から控除する金額(百万円)

(うち非支配株主持分) (162) (153)

普通株式に係る期末の純資産額(百万円) 46,874 49,523

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株式
の数(株)

3,236,881 3,236,311

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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